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長柱t亡底力を其の繊維方向K沼て加ふるときは.長柱は想的を始める毘めに 、 短柱の揚合 Ic

於けるが如く . 其の島rr町に於ける荷重が各部均等で・たいから 、 長柱の強度は短柱のものに比し

惑に小く、一般に其の破壊一荷重は大約長さの自乗に反比例すと謂はれて居るのである。市して其

の細長き程度が如何なるものより 之れを長柱と栴するかに就ては撃者に依て意見が異る けれど

も.校のIWifHiの最/1 、環勤竿径を以て其の長さを除したる商印ち住の細長度 (Slemlem悶 l叫io)

が‘ 30以下のものを短住， 150 までを並長住， 150以上を制長住と謂ふ様に分類するを埴'品・と思

惟せられるのである。就中並長柱は家屋及橋梁の構造fc最も普通陀問ひられるものであって .

細長柱は寧ろ特殊のものである。然り而して長K高知営林局よりスギ外 4樹fill . 育~祭器林局よ

りヒ パ外 2樹臣、 叉林業試験場渡遊技師の斡旋1亡依り東京材木問屋同業組合外 6 組合及大湊木

材株式合祉よりヒノキ外 4 樹屈の試験材の寄贈を受け.其等から長さ 0.85-2.00m の1店長住

を製作して試験を施行し?と所が.相賞参考となる可き成主??を得たから、設に之を殻表すること

L したのである。

試験材を寄謄せられた . 青森営林局及高知営林局を始め、東京材木問屋同業組合. 武ナ1.1西川

材木商同業組合.天龍川材木商同為組合.名古屋材木商工同業組合. 尾鷲曾.吉野材木聯合合

九州材木聯合合及大湊木材株式合祉に劃し深甚の詞J患を表するのである。

イ其 試 オオ

長さ 2.0 及 1.9m の長柱は日知皆林局管内産スギ.ヒノキ. アカマツ . モミ及 1. ガサハラの

5 樹極で何れも角高の長さを 7cI1lとなし.監縮試験の際使用し?とる供試材雨端の蓋座の~'lJ è'Sが

7.0 cm であるカ、ら、之等の細長度は夫キ 102 及 97 である。今各樹障に於け る供試材の本政主主

f 
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に心持及IL'、去別本数を表示すれば次の如くである。

樹 4屯 l 心持材本数| 心去材本政 ! 総 数

ス ギ 3 4 7 

h ノ キ 2 ‘“ ' 4 

ア カ てヨF y 4 4 8 

司五 、、司也 2 7 9 

ト ガサ ，>、 7 2 4 6 

次t亡長さ 20cm の長住は東京材木問屋同業組合外 6 組合及大湊木材株式食品土より贈られた各

地産ス ギ及ヒノキ. gp ち 飯能産スギ.天龍産スギ. 尾鷲産スギ.吉野産スギ.日間産ス ギ.

八女産スギ. 飯能産ヒノキ.天龍産ヒノキ . 木曾産ヒノキ . 尾鷲産ヒノキ.吉野産ヒ ノキで百

件]ほ其の外青森産ヒバ.天龍産ツヌI:l. ア メリカマツ及アメ リカツガであって、之等の中木曾産

ヒノキ. 天龍産ツガ.アメリカ?ツ及アメ リ カツガは心持及心去材の 2様に分れ.其の他は皆

心持材で. 各々 10 本の供試材を作製し?と。 而して各供試材の角商の長さは 8.0 Cll1 又供試材

雨端の蓋座の高さは 5.0 cm であるから細長度は 41 である口

叉長さ 85cll1 の長柱は.青森産ヒパ及東京深川市揚より購入したる小角材 より採材したるヒ

ノキで.青梅産.西川産.秩父産.駿州産.新官産.古座産.及尾鷲産のものである。仙ほ尾

鷲地方K於て林地の地位上中下の各地位より林業試験揚明永技師が採集せられた標準木、 gp ち

上位の員砂及樋の山産ヒノ キ. rll 位の孝行地及長尾産ヒノキ.及下位の茶地問及桐山産ヒノキ.

外に深川市拐から購入の樺太産カラマツ小角よ り 長さ 85 CIl1の長柱を探うたのである。 而して

供試材の本数は各産地別樹陸毎Il: 10 本で. 青森産 ヒ パのみは心持及心去材の 2 様あって其の

他は皆心持材である。何れも角函の長さは 7.5cm Il: 'PJ..る様に木lf~ !:l .又供試材雨端の墓座の

高さは 7.0Cll1であ るから細長度は 42 である。

以上 384本の供試材は皆天然乾燥法に依り気乾ilk態 Il:達 し?と後飽削仕上を施して正確に其の

大さを寸法適りに合はせたもので.其の I日l等は心去材にありては商工省の告示せる木材規格の

1 及 2 等.又心持材は主として 3 及 4 等I亡該首するものである。又前述の如く供試材の細長度

は 102 乃至 41 であって，並長柱中京!日長度の比較的大なる長柱と其の較小たる ものとであるか

ら.並長柱の sBl度を研究する上に便益があるのみならや.建築構造にmひられる普通樹置の産

地別強度の比較叉尾鷲産ヒノキの供試材の如き. 同地方の地位別強度の比較にも誼するもので

ある。

倫Iま各供試材の短住臆盤強度を知らんが痛めに.長柱試晩施行後 無政庇の部分より角商の

長さ 2.5cm 高さ 5cm の短住供試材を各長柱供試材 1 本から 2 簡宛つ製作したのである。

v 
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試験の方 法

供試材の年輪特l変.合水率及比重の測定は従来常甥に於で慣用する方法K撮って行ったので

ある。

供試材中長さ 200m 及1.9 m の長柱は航空研究所備付合資合吐明石製作所製「アムスラー」

型長柱墜縮試!噴機(最大容量 30，000 Iq~ o 最小感度 100 kgo) に之れを挟み. 其の木口面よ り木

目 IL沿て塵縮し.荷重 500 kg を士宮す有:に其の上下の座縮量及左右の携み(長柱の中犬に於け

る)を測定しつ L 破壊に至らしめたのである。但し供試材の雨端は直径 2 cm の餓球l乞依り廻

輔自在なる餓製の蓋座を以て之れを支持した。叉荷重舶の進む速度は 1 分間 4mm とな したの

で'，1) る。

次に長さ 90cm 以下の長柱供試材は常場備付瑞西「アムスラー」舎枇製油堅式弧溺試験機(最・

大容量 30，000 kg 最小感度 100kg )に之れを挟み.前者と同様餓製蓋座を以℃雨端を自在に

保持して.荷重明iの進む速度 1 分間 002mm を以て木自に沿て~縮し、自記守録装置(モ依り各

荷重1(11する堅縮量を記録しつ h 破壊に至らしめたのであるロ

又短柱供試材は賞揚備付瑞西「アムスラー」強弱試験機に之れを挟み.部!者と同様餓T求基座

を以て雨端を自在に保持して. 繊維方向に座縮して其の強度を測定し?と口
P ( I l ¥4) 

先づ米国林産試験場の考案陀係る並長柱公式 τ= S i 1-1/3 ¥ !(d) t (式中川長柱
の破壊荷重(kg)A は断面債(cm勺S は短柱雌盤強度(kg/cmヨ) l は長柱の長さ (CI心部供試材の長

さに供試材南端に於ける韮座の高さを1mへ?とるもの.K は系政. d は角面の長さ (cm) を示す)

に依り K tx. る系数の値を算出した。
P S 

zたに三三土ン氏公式 (Schwarz品mkine formula) ，一 =一一一一1 \~ 11::於ける系教 9 の値
A 1+叩 (+l

を算定したのである。式r.1~ 10 は長柱の最小環動牛便である。

而して試験常時に於ける供試材・の合7.k~容は 10 -18 %であったから.普通陀mびられる比

例法に依れ各比重及強度を標準合水率 15 % It:於けるもの陀改算し、上記の公式に於ける系

教の計算も亦供試材の強度の比般にも棋準合7.1\率 i亡於ける強度を用ひ?とのである。

試験の成績

前項t亡越ぶる方法t亡依り施行したる試験の成績中.長さ 200 及1.9 m の供試材のものを表示

すれば第 1 表の如くであ る。 而して一般に認められる如 し 本試験K於ても長柱の強度は短往

の揚合に比し佃キの供試材 l亡依る差異が温かに齢かったから.本成績表に於ては各樹陸陀就き

心持:及心去材別に王子均したる数値を傘けたのである。
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第 1 表

寸 e法IIB10(cm) 試験常時 に 合水率 15 % 
心持材及 年輪筏皮

l�t 程
心去材の別

Dimension 
(lcm 間年輪数〉

於ける合水卒 に於ける比 重

oFri Bt1h0-1b-eba也r、I3n1gng Nos. of annuo.l 仁% ) く100倍〉

日pec ies 脇|厚 | 長 rlngs ln Motslure thSe psetcainEdC ruEせrRnvity at 
columns 1 αn cont凹lt molstwe 

flref官lth I De~ th I Lellgth when tested CQn担I1t 15% (X100) 

心持材
ス ギ 7.03 7.02 207.0 4.6 13.4 40.1 

Pith-bearing 

C1'yplomeri，α 
心去~~

Jαpomcα 7.03 7.02 207.0 4.0 12.9 36.7 

Don. Non-bearing 

心持材
じ ノキ 7.03 7.03 197.0 5.4 12.5 52.9 

Pith-bearing 

α叫maecypα，'is
心去材

。bt.払唱 7.03 7.03 197.0 8.9 12.5 52.9 

S. et Z. Non-bearing 

一

7.01 7.01 207.0 2.7 10.1 61.0 
心 f1' 11・

Pith-bearing 

アカÿ' ;;> 7.01 7.01 197.0 2.2 10.1 61.6 

Pim時
7.�1 7.01 207.0 4.5 12.9 62.7 

d町間切01'α 心去材

R. et Z. 

N 011-bearing 
12.9 7.01 7.01 197.0 4.6 62.7 

心持;j~
7.00 7.00 207.0 9.9 13.2 44.9 

Pith-bearing 
モ 、、ー.

. 
7.00 7.00 207.0 6.4 13.6 43.5 

Abies 心 去材

f，.mα 

R. el Z. N 011-bearing 
7.00 7.00 197.0 7.5 13.7 48.6 

一
心持材

ト ヵ・サノ、ラ 7.00 7.00 207.0 9.1 10.1 59.0 

Pith-bearing 

Pseudotsugα 

3αpontca 
心去材

207.0 4.3 10.6 54.5 

Shirasawa Non・beariug
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骨，~串 1511 に於It 'I'f 腺より事めた 合水曜 15世に於 氷閣制C花敬獄隙(K場〉公 ランキン氏公式の 商工!(:j "i!r 示 材而に表れれる短桂胞 限強度 る長柱極限強 lJl: け る貝n 柱JlI/J!強度 ー 式の事

COfUk3gp/YC吟5唱n崎21〉ve Va]nes of thp. 車敏 (~) 本材規格品えず る節の似従材

づÀ- (kg/cm'?) 

す〈lfumnt〉
COHtRhtte UlFtO<IE-od3iI1 Valnes of 

Gr:u1e in 1 本i，~~i D 総数
stγength of sllort 口。l umn strenvth the constu.哨 ( ~ )

EInagF11M2pIeerste slg oolumns nt tl陪
Actu九.1 column nt tlle staml:u・.1 Prα1ucts 

schnTiEn mt-Rhe MkiI:e N回. of Icnotd 
stand.-'1rd moh.ture 

叫四ngth 田ol.stwe COI L tent r，仇b由1"ntory
tit�dnr� on four faces contellt 15% 15 %' ∞lutnll f0l1nnln fonlluh~ 

0.0001003 
352.4 72.50 C8.14 23.63 1 2 及 3 27.7 

9,972 

0.0001107 
352.4 68.17 62.88 23.53 1 1 3.0 

‘一

9,035 

一一
0.0000936 

457.5 111.35 101.23 22.66 1 3 & 4 29.5 
10,685 

0.0000812 
457.5 124.14 112.85 MのAのl.85π 1 1 2.0 

←一一

12,313 

. 
0.0001375 

511.6 90.76 75.89 23.48 1 

7,274 
4 22.5 

0.0001814 
511.6 77.84 65.08 22.22 1 

5,513 

0.0000676 
511.6 144.99 133.76 24.20 1 

14,785 
“ 。 8.5 

0.0000827 
511.6 134.31 123.90 22.92 1 

12,038 

391.3 92.75 80.52 22.70 
0.0000973 

1 3 及 4 23.0 
一一一一

10,282 

0.0000666 
391.3 109.03 103.26 24.20 I 

15,014 
1 3.2 

0.0000806 
391.3 99.49 94.57 22.98 1 

. 11,540 

0.0001264 
• 438.0 92.75 77.55 23.49 1 3 20.0 

7,913 

0.0001485 
488.0 79.49 69.59 23.32 l 1.5 

6,733 
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第 2 表

1 心持材及 l 寸h 法 ~cm) I 年 i愉 密度 l試験前時に於け |合水率防| こ於
紛 組|心去材の別 I 1)lmeuslon Iく1 cm 1J\j :'附放コ|る合水率 ë%)~ ける よじ韮(100倍〉

species |Fill;忠2211r | 腕 | 厚 | 長 | Noil品九円 | cJ;JJtrfen | 日以Eff出品;he
ω，l UI:lll1s.

0 I J Jr叫th I Depth I Length I 1 仙 | 刷凶 | ∞，，1ω鳩山 ‘ 

1 J  J J J J (Xl00) 

飯能i!lf λ ギ I .' .. ", ~+ I I I I I I l 持材 I ~ ^̂  I 0 ^  ̂I "" {¥ I ~ ^ I , ~ " I I ,:0.::. '" 'VJ I 8.00 I 8.00 I 95.0 I 3.0 1:3.9 I 41.1 
jupTmr旧 I l'ith-bearing I ド… I vv.V I V .V ~V . v I 

天沼産ス .'" I 心持材| い {\(\ 1 rr.!'!' (¥ ¥ 4') 4") ., A .f 

ιμtfα匂:詫は臨悶:むむ岱:Zロ:2t~ I p日町N帥i比川仙協tl白ι仙h-ト-
賂哲E恋Eス.ギ|心持材 | い(\1，内(\ I 1"1::" I !'!' A I , . 0 I 
armzlpi仙earln~ I 8.00 ド・ 00 I 95.0 I 5・ 4 I 川 I 35.2 

吉野il1f兄ギ|心持材| 九(\{\ I nr::: 1¥ I 4') 0 I "1 A n I 
ふj惚空怒;託岱払z包一 |片同凶P日町i社t仙M口gバI 8 .0∞0 げ門門.瓜川C∞川o I 95川.沿0川| ω I 14 9 | 4似3ω 6 

gF悶宅ス?|心持材 I 8 . 0∞o I 8.0∞0川I 95.0 I 2.9 I 山 I 42.6 Z 0 2 琵:rご IPPitl比川凶tlぬb仙h-上-b加ear叫.

八女産スギ| 心持材 I 0 "̂ I ~ ^̂  I ̂" ^ I " 0 I , A , I 
at設立 Ipi仙阻向 l … I 8.00 I 95.0 I 3.2 I 141 I 47・0

剛

一則
一則
一則
一則
一則
一則
一則
一別

問

一間
一間
一山
一山
一間
一山
一間
一間

山

一ω
一ω
一山
一川
一ω
一山
一山
一ω

5.0 14.8 46.8 

8.8 15.2 50.6 

8.7 15.3 54.5 

iL212m lNon-b即均

ごメリ 3| 点、戸.材 I 8.00 I 8.00 I 95.0 I 8.1 I 16.2 I 48.1 
Do川glasFi)' I 日n-Oearlllg I I I I 1 .1 

ア メ リカ|心去材・| い ^^ I ^~ ^ I A " I '" " I I ~':' _ ，~_ ,' YJ I 8.00 I 8.00 I 95.0 I 4.3 I 15.2 I 50.7 I Non-b山 ill!? い・ VV I vV.v I -.- ~ _ . - I 
Dougl田 F，・7・ I ~ . V"  w._. "'0 I I I I 

8.2 15.4 52.2 

一一一

アメリカ 'j1 jj" 

w田te門Z

Hemlock 

心持1'-1・
Pitl1-beari口g

8.00 I 8.00 I 95.0 8.7 15.6 44.9 

アメリヵ;y il 

lVe..,tern 
ITemlock 

心 去 材
Non-bearing 

8.00 I 8.00 I 95.0 6.3 15.6 44.2 
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含水帝柱15路%雌に度静 士T長pTE桂官よ臆〈りW座革めc制m7.。- >度5 -合tiE水る 申長山桂15FZμ刊E匝田強に~)貯度 米式岡の林系政iffi試〈駒区場〉公 ラ ν キ y氏 商工省告 材商に表れれ
け る短 強

示木 材親 る節の供試材
co〈mkEp/Tα1enss-i〉ve Value!t of the 公式の系放

1∞u ntshte anFto<re10st 〈円〉 絡店I 傍 1 本'1in 税収
stcroモlnugmtbns or at shuolt e t Act川al Caolt utmhn e ssttarenf日Taiztrhd Valuea of the 

Gr岨EneSatiiannneJdeRarIrBid nng ese co]mlll> Products RcaotnnhkseもtanBnec色hf〈owFna3nrzt11a111 a 
Nos. of knots 

fltamlarct mo[sture strength 回olstllre cnntent coIlAubmon mfhor γm y ula ou four fnco:l 
cont明暗 1弓 ~í l !i ~ 

348.7 232.5 222.7 11.64 1 I 3 .& 4 9 
11,941 

0.0000851 
368.2 239.4 233.8 1l.61 1 4 12 

百1而1，百7b5z1r 
501.0 354.5 351.7 12.21 1 3 及 4 13 

15,909 
0.0000732 

392.4 263.6 262.6 11.90 1 2 .& 3 4 
13,652 

0.0000950 
427.2 265.0 260.8 11.42 1 4 13 

0.01000,50296 04 
423.8 272.6 263.1 11.50 1 4 13 

11 ,064 
0.0000822 

508.8 329.8 327.2 11.67 1 3 及 4 6 
12,164 

0.0000617 
420.0 293.0 296.6 12.25 1 4 10 

16,220 
0.0000811 

405.2 259.7 261.8 11.70 1 4 17 
12,325 

0.0000755 
488.5 ::nO.6 323.5 11.84 1 1 1 

13,243 
0.0000628 

552.9 396.0 388.2 12.21 1 3 及 4 10 
15,920 

0.0000625 
455.2 321.1 319.8 12.22 1 1 ， 2 及 3 4 

0.01050,90997 15 

497.1 318.3 307.2 11.48 1 4 11 
10,929 

0.0000644 
472.7 325.5 329.5 12.16 1 4 14 

15,535 
0.0000840 

579.3 362.7 369.6 11.63 1 1 1 
11,906 

0.0000627 
431.7 288.7 303.3 12.17 1 4 20 

寸5-;-9弘子
0.0000716 

460.7 308.1 310.6 11.94 1 1 1 
13,973 

0.0000657 
415.0 280.5 287.4 12.12 1 4 ]9 

15,216 
0.0000820 

494.9 310.8 318.4 11.68 1 1 及 2 8 
12,189 
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第 3 表

1 心持材及 | 寸h・法(加) 1 年 輪統皮|試験蛍時に於 |合水率 15 %に
樹 樋| 心去材の別 1 D11l1eUblOl1 lci~lll'ffrO i[ミ i愉放)1 ける合 水 率| 於 ける 比 重

Speω I p~山a叫 or i l l l OME lω|伽12間 at
1-;;叫eanng|RrEtJ 451IFHJ?ぷn 13T| 吋::!?ι;rl mo::L211213t113% 

columns I I I - I I I (xl00) 

J1p森隆b バ|心、持材 I 7.50 I 7.50 I 92.0 I 4.3 15.9 48.5 
'JAO回目ratal Pí品b剖.ring 1 '.UU I , .UV I v~. v I ..U I ~U . 7 I 

青森佼t'"< I .' _,. .... I I I 
T. doιω- I No叩l日1ト-be山山'irw I , .UV I '.UV I v~.v I ..V I ~U. V I fronl Aomori I .l..~UU-IJC;，.U J. l tb ー、

青梅産t .1キ|必持材 I 7.50 I 7.50 I 92.0 I 3.0 I 14.6 53.1 
品rmm芯~IPith-bearing I '.UU I , .UV I V_.V I U.V I ~'.v 

y 

材
m噌可

v
 a

 

i
j
e
 

必
ι
J
L
υh

 

b
m
 

時
m
a

d
h
w
 

b

川
崎b

産
山

一山

I
d
ｭ

-

一

N

j
 

西
c 7.50 1 7.50 1 92.0 2.7 14.4 55.2 

秩父ií1r t キ l
α ob伽αhm lsら ぬf 材 I 7.50 I 7.50 I 92.0 I 2.3 14.0 I 52.3 

Chichibu I rn. u-山.......... g I I I 

段州 è1f t ノキ I ., .k'~ .,_,. I I I I 
!心持材 1 7.50川I 7.5凶019ω21ω.冷0引 2 .5 1日5 . 3 5回5.1

S臼u町1汀r叩 IPPi凶t1仙1

新宮彦b キ I .' .，，~ H I I I I 
|山持材 I 7.50 I 7.50 I 92.0 I 2.8' I 15.2 I 58.9 

Sh何日 I Pi仙即ing 1 …V 1 ..uv 1 v~.u 1 _.V 1 _v._ 1 

古座産b キ I .' kh .". I I I I I 
lA 持ね 1 7.50 1 7.50 1 92.0 1 3.5 1 15.8 1 55.7 

1Coza"V~ 1 Pith-hea巾g 1 …υ 1 • .VV 1 V~ . V 1 V.V 1 ~v.v 1 

l毛~i*jjt t ノキ I ..'. ." .. , .,.,. I 
|、持材 1 7.50 1 7.50 1 92.0 1 2.6 1 14.7 54.1 

0waseUV~ 1 Pith-hearing 1 …v 1 , .UV 1 v_.v 1 _.V 1 • >0' 

(締太ií1rカラマ 91 .' .,,,, -l+ 1 1 1 1 
|心持材 1 7.501 7.50 1 92.0 1 3.0 14.6 1 50.7 

3ょ-d部品|とごごと I , .VV I '.UV I V_.V I v.V ~ >ov I 

部 4 表

寸法 (cm)
年 il'命年r'i l'lt 試験官時に於 合水率 15%に

Eを 士血 地 f立 Dimemion 
(lcm 間年輪数〉 ける合水荷量 於ける 比 重

Bl-er腕~t" 1 D!厚it11||Le長ngtll 

øの (100侍〉
Jhbitats QlIality of site Nos. of RI1J羽田l

Moi叫ure content Sr町thiencst同加町】daintvl at 
rings in 1 cni 

、\'hen tp~.1ed 日!lo i sLllre content 15~ 
(Xl00) 

民 砂 上 7.50 7.50 92.0 2.1 16.4 53.4 Masago Superior 

槌I王inoノy lU 
上 7.50 7.50 92.0 2.7 17.1 49.5 

aD1'-¥ Superior 

孝行地 7.50 7.50 92.0 2.9 ]8.0 49.9 
K��bi Medium 

長 Iも r� 
7.50 7.50 92.0 3.2 18.0 53.8 

Na.gao 1¥1ediufU 

茶Chac地hioIEI司a 
下 7.50 7.50 92.0 2.7 17.7 52.0 

Inferior 

例 !勾 下 7.50 7.50 92.0 3.0 17.8 45.1 
Kiriyama Inferior 

一

~ 



l イるs奇t水B短Ce傘《0nk柱1g2E11tpf51悠c-1e9tn06s限fTsに3id、強l』el?oけ出rも
colnmllS at tl:e 

stal1dard 11101 邑bJ'e
cotJtcnt 1ら%

469.8 

452.7 

398.5 

427.3 

397.9 

3~6.8 

478.3 

472.2 

453.6 

333.4 

背水準 15 ~ø に肘け
る 矧 柱雌}!~世出

(kg/，仰'!)
COlJlpress t V~ 

atrcngttJ of t:;hort 
columns at the 

standard moi叫ure

T長f段柱上廠り 求~めd峰f。.Hる~ 

与 ω'cm~)

Act l1九1 coll1mn 
strenf,>th 

24'1.0 

225.2 

228.3 

240.7 

232.9 

215.1 

265.7 

248.5 

252.0 

196.2 

長粍の強 度 に 就で

含Z 水唖槽柱1 5騒特1Mに1111舵民け 米閥幹産数拭駒(K)窃公 ラ Y キ v氏 商工 芋f 告
式の吊 示 木材籾

云υー (kg/ctn~) Values of tl1e 公式の系数
constanFt oErIe4Ls>tin ( ~ ) 絡Gy tuAl7e2113 4苧

Caolb utmile n sstha-entn1gELhrh ti tl.e Val ll四 of the 
Prodncts COもnlsleta討nct11w〈円a〉r巧iー11 J円1唱atElL t fLIlese 11101品tum CのltLmanbnorfaotnonrY uIa E lI!! i r.e巴Ting

COl1lcnt 15持 Rankine fOl1llu]九 nclanl 

253.1 11.31 4 
8,417.0 

0.00011;3;) 

238.8 11.14 1 。三J

7,493.1 
0.0001073 

2~4 .7 11.47 1 4 
日，32己 . 3

υ.U0011 ;)5 

235.1 1!.38 1 4 

0.0B0,801140.71 7 

224.0 11.46 1 4 
9,281.2 

0.0001141 

217.7 11.37 1 4 
:;,761.:; 

0.0001091 

267.8 11.44 1 4 
9,169.7 

U.0001165 

256.7 11.34 1 3 & 4 
:; ， 58 1.日

0.0001141 

249.0 11.37 1 3 及 4
1:>, 766.;) 

0.000100:; 

193.1 11.57 1 4 
9,920.5 

165 

材IDîに表れれ
る節の官~ 1;'it材
1 本官n;総数
Kos. of knot~ 
011 l'our fa(氾昌

8.8 

2.9 

12.4 

14.7 

16.8 

21.9 

16.0 

14.9 

15 ,2 

22.0 

材 I町に表れれ
る節の依試材・
1 本合り総数
Nos. of knots 
011 fmll' n込α，.，
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P 
第 1 表に依れば 含7.K率 15%にがける長住強度一ーは.ヒノキ第 1 位を占め. アカマツ乙れ

.ﾜ. 

ILllliぎ. モミ 、ト ガサハラ は其のヨたに位し . スギが最弱いのであるo 叉各樹極につき心持材

と心去材とを比較するに . スギ及トガサハ ラ にありては心持材のえfが強< .反之其の他の も の

は心去材の方が銀い . 殊にアカマヅ tて於ては格段に心持材が弱いのである。今含水率 15% に

於ける比重を各樹屈に於て心持材と心去材とに就き比較して見ると.ヒノキを例外とする外.

長柱強度と全く同綴の開係に在る。叉年輪僑度に就て見るも.モミを例外とする外全〈 同様で

ある。倫ほアカマツ fL:於て心持材の格段に弱きは其の品等格段に劣るが故なりと思考せられる

のである。要之心持材と心、去材と執れが強いカ、は一概に之れを断定し得ないものと思惟せられ ー移

るのである。

而して米国林産試験揚公式の系数 (K) 及 ラ シキ ン氏公式の系主主(のは敦れも樹極に依る差

異の甚だj!k!;いものである o

次に長さ 90cm の供試材の試験成績を.産地及樹極別 fC . 又心持及I L;、去材の 2 種あるものは

之れを分って、各平均数値を表示すれば第 2 表の如〈である。

第 2表の示ず長柱強度は.第 1 表のものに比し遁に大きく . 叉心持材に就て見るに其の強度

は大胞に於て比重に伴って上下し.且つ大小の順位は.ヒノキ.ヅガ. ヒパ.アメ リ カマツ .

アメ リ カツガ. スギ. の l眠である。之等の中各地産スギ及ヒノキ供試材は産地陀依 り 年輪密度

五品等が不揃で各産地を的確に代表するものと謂ひ得たいから.此の成績に撮 り 直に産地に強

度の等放を附けることは出来ゑいけれども各心持材に就き本試験成績の示す産地別強度の順

位を示せば、 スギtてありては.尾iE5. 八女.吉野.日田 . 天龍. 飯能. のJl民 叉ピノキにあ り

ては . 尾鷲. 飯能. 吉野. 天龍，木舎の 11闘である口(但し木曾ヒノキ心去材は優良なる成樹を示

して居る〉而して青森産ヒパ及天龍産ヅガはヒノキの優良治:るものに12f敵し. アメ リ カマ ツは

柏骨劣h アメ リ カツガは尚一居劣るのである。

叉木曾産 ヒ ノキ.天龍産ツガ.アメ リ カマツ.及アメ リ カツガに就き .心持材と心去材との r 

強度を比較すると . 何れに於ても心去材の方が強いのである。之れ恐らく心持材の品等が必去

材陀比し裕段に劣って居ることが主主主る原悶と思考せられるのである。

それカ、ら (K) 及(のの 2 系敢の値は.樹種IL依り大差tJ: < .長さ 2，0 及 1 .9m の供試材の揚

合に比し (K) は遁に小いが. (ß) は柏小いと謂ふ位に止るのである。

次に長さ 85cm の供試材の産地及樹種別成簡を器ぐれば第 3 表の如くである。

元来第 3表の試験は青森産ヒパ小角と市販のヒノキ IJ、角との強度を比較するを目的と し. 供

試材の年輪密度及品等の略同様のものを選んだのであるが.本成績に依るも青森産ヒパ小角は

ヒノキ小角中優良なるものに決して劣らぬ強度を有 して居ると謂ふことが出来る。叉青森産ヒ

バ心去材の強度の比較的小なるは.越材部を交へ?とるものが多かったニとに主原因があると 思

はれる 。
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更にヒノキ /J、角呼1>> 新宮.古座.及尾鷲産のものが優良た成績を示し.西川.青梅.秩父.

及!臨州産のもの之れに5:ITN. 梓太産カラ?ヅは最も劣って居る口

而して (K) 及 伊) 2 系教の値は執れも大躍に於て長さ 90Clll の供試材の揚合と比1院して大

差はないが>> (のは和々大である。

f占Iほ尾鷲産ヒノキ小作jの地位別強度を比l院したる試験成績を禦ぐれば第 4 表の如くである。

第 4 去に依れば尾鷲産ヒノキの長柱強度は地位中等なる孝行地及長尾産のもの最も強い地

位上等なる真砂及樋ノ山産のもの之れにEぎ.地位下等なる茶地岡及桐山庄のものが最も弱い

(;:_ のである。然し孝行地及長尾産のもの L 狙いのは地位の割合に年輪密度が大きいことに主なる

原因があるから.年輪密度同ーなるものに就ては真砂及樋ノ山産のものが之等に劣らないこと

は想像K難くたい口而して地位下等なる茶地問及桐山産のものにたれば年倫宿度が大であっ

ても弱いのである。叉比重に就て見るに.茶地岡産のものは樹脂が比較的多量であった鼠めに

比重が割合に大きかったのを例外として.其の他は強度と同一関係にあるのであるoZえに系童文

(K) 及(のの値は長さ 90 Cll1供試材のものに比し大差ないが (K) は梢々大であるD

結
去4、
i匀lJl 

前項t亡述ぶる成績を綜合して考ふる t亡、長住の強度が其の細長度の大となる程小となること

は之れに依るも明なる司王貨である。然し其の小〈なる割合，即ち納長度と長柱強度との関係、を

論やるには供試材料不足の属め遺憾乍ら之れに論及するを得たいが.今立主長柱に誼営すと稿せ

られる米園材、産試験揚四乗公式を信額して質l披値を同式に賞て猷め系数 (K) のf直を算出して

見ると、 *1日長度 102 及 07 の並長柱に於ては執れも 20 以上の値を示すに拘らす~，閉じく並長

柱の出11I長度 42 及 41 のものにありでは其の値 14 !~至 11 を示すのであるO 然るに普通に用

ひられる ランキン氏公式に寅験値を代入して系数日〉を算出すると、テ トマヤー氏が木材を一

括して算出したる(のの値 (0.0000575) とは多少の差異はあるけれども.前者の如く細長度如

何I'C.依り格段の差異はないのである口故に並長住の細長度と強度ーとの関係は寧ろランキン氏公

式の方が正確に表すものでたいかと思惟せられるのである。叉長柱強度が斯〈の如く一定法則

に従ひ維きは元来木材が有機的組織躍である矯めに.各部の性質不均等であることや.油脂分

及水分の合有量が其の弾性及強度陀及隠す影響の甚だ大きいこと等K悶t悶するものと考へられ

るのである。然れども建築等の設計の揚合は安全率なる比較的大きな数値が算入ぜられるから.

之等系敢の値の仁t~で埴営のものを選んで使用して差支ないと信やるのである。米国林産試験揚

公式に擦る揚合は次式を用ひて長柱の角帽を算出するが便利である。

d =j去 +J(JKY+m (t)4
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ヨえに長住強度も短柱強度の却し供試材の年輪草子:度.含7](堂、比重.及理主主等に依り上下す

るものであるけれど も 、 就中影響の大なる取珪が供試材の大きい1~めに同駆別の供試材にあり

では各個に於て互に平均せられ.供試材各個に依る弧皮の差が較Jj、となるものと想像せられる

のである。而して産地及樹Hl別に長住強度を比較する と.日知産供試樹極中共の強きものより

列記すれば，ヒノキ. アカマツ . 毛ミ.トガサハラ . スギ. の l順位である。叉東京材木問屋同

業組合外 G 組合から寄腕せられたヒノキ小角の強度が.東京市深川木場よ り購入したヒノキ IJ 、

角の強度より大友るは、前者の tF- il命草子J度が比較的l亡大きいのみならす=品会事も優って居る病めで

ある。

Híj 挫の主11 く各産地の供試小角が各産J也を代表するものと澗へないカ、ら. 産地に強度の等級を

附けられぬけれども. )宅鷲地方E告の スギ及ヒノキ小角が執れも特段に優秀な成績を示して居る

のは、従来之等の強度に閥する訪問の定評を詮明するものである。且つ尾鷲産ヒノキ小角に就

き J也位上等なる林地に産せる ものは下等地位に産せるものより弧皮は大で・ある。而して青森産

ヒパ及天龍産ツガの小角の強度は.ヒノ キ IJ、角の優良なものに劣らたいが. アメ リ カマツは柏

々劣れアメリカツガ及柏(&j...:産カラマツは更に劣るのであるD 叉心持材と心去材とは一概に執

れの弧度が大主主るかを断定することは出来泣い。之れ恐らく心持材中に包含せられる淑珪が多

く且つ供試材各個に依る其の多~~の去が大き いからであると 思考せられるのである口
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On the strength of wooden columns (RéM~1Jl è) 

By. S. MORJ. 

Th日 te唱 t were cOndLlcted upon the interm巴c1iate columns of such wooc1 sp切ies ， 1ll0St 

commonly us巴c1 fo1' structural timber司 as Sugi (Cryptomej'iαjα~pollicα， Don.) , Hinoki 
(Ohαmaecypαγis obt'LlSα， S. et Z.), Akama志su (P;mls densiflO1'α， S. et Z.) , Momi (Abies 
finnα， S. 白色 Z.) , Tsuga (1シuga S.'eboldi'i, Ca1'rふ Togasawara (Pseudots吋団 japonicα，

Shirasawa), Hiba (TI!tIjopsis dolabrata, S. et Z.) f1"om some famous babitats of small 
squares used fo1' structural 11'0 1'1王 in J apan , Karamatsu (Lα7・ix dαhuγtCα317ω悦 var. jcψ0・

n-ica, Maxim.), Douglas Fir (Pscudots'ugαD山glasii， Carr.) and Western Hemlock (Tsuga 

hctcrophyllα， Sarg.). Tbe column test of th巴se mate1'ial which air-seasor.ec1, allc1 consis t白d

of thirty fou1' 7 by 7cm by 2m allcl もhree hunc1red ninety 8 by 8cm by 1m timbers, \1乱$
rlmd白 by the vertical A. J. Amsler type testing macbine capable of applying 30，000 旬、

¥]mler pin-enc1ed bearillgs at the both ends of them. Among th巴01 ， the test specimel1日

,vhicb have the pith at these c白llter ， wel・e in the third allll the fourth grade of s乱WJl

squares in t11e gl':1ding rLlle of 白日 Japanese EngineeI旬g 此andarcl anc1 those with no pith 

in tbe 五rst and second grade. Fur七hermore ， the test specimells fo1' milW1' test, 2.5 by 

2 ,5 by 5cm, were mad日 of clea1' parts i II 白ach of them, and test巴cl by t11e usual m日thod，

Substituting the va1lles of the l'eslllts by above ruentioned tests to tbe FOl'eEt 
P _ (. 1 I l ¥4) 

Pro叩0山ducts凹叫附l児叫耐ct出t旬s 工La油t白山伽l巾b

P=M恒Ia邸，ximum load on co叫lumns匂， in kg/cru2 A=Cr叩osss巴ctiぬon:11 area, ill cm2, S=MaximulO 

crushing st1'日ss for shol't COlllIDllS in kg/cnへ l=unsupportecl lellgth in cm, d=least 
dimension in CllJ，乱nd 1{=collstant fo1' given species, grade, alld cOlldition of service, tbe 
values of }( were found to be 22-24 fo1' the longel' colulllns, of which slenderness ratio 
,,'ere 102 a以:1 Ð7, and 11-14 fo1' sh01'te1' colll mns，もhei 1' slenderness ratio 41 and 42. 

But, the dif:lerence of 1( values dLle to wood species a1'e conside1'ed to be vel'y slllall. 
Sub3tituting, similarly, the vallles of the results to the Schwa1'z-Rankine formula 

z=ι7ill whiGbrニ tbe least radius of gyratioll and =゚ co凶tant fo1' 

A 1+ 4 ド (l;リ
given condition of se1' vic巴， the values of ﾟ were fOll nd 七o be 0.0000666-0.0001814 f� 

the longer colllmns, and 0.0000335-0 ,0001165 fo1' the sho1'te1' colunms ; ancl these dif�rｭ

ence of the valu巴s dlle to sp巴cies are considered 七o be very sDlall. The relation between 

the strength values of long co1umns and each of wood sp巴cies， thei1' c1ensities, water 
cO l1 tents, numbers � annua1 rings etc, was llearly the same as in the c節目 of short col-

um口s ，

SL1gi allcl Hinoki from Owase district were distinctly supe1'io1' to th08e from oth日r

clistricts in 七he coluDln strength, and Hinoki from Owase district tha七七he qL1乱lity of site 

was esp巴cia11y exc巴11巴nt， ".as st 1'ong巴st amollg them. Alld it was vel・Y clifficult to deterｭ

凶ine which is stronger the pith-b巴arillg colurnn 01' Don-b巴aring one. 
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